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第
三
十
四
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
」
を
「
経
験
は
、
次
に
掲
げ
る

経
験
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
第
七
十
五
条
の
八
の
二
第
一
項
の
牽け
ん

引
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
牽け
ん

引
自
動
車
」
と
い
う
。）に
よ
つ
て
、
法
第
八
十
五
条
第
十
一
項
の
旅
客
用
車
両
（
以
下
「
旅
客
用
車
両
」
と
い
う
。）」

を
「
牽け
ん

引
自
動
車
に
よ
つ
て
旅
客
用
車
両
」
に
改
め
、「
旅
客
用
車
両
に
」
の
下
に
「
二
年
以
上
」
を
加
え
、「
の
期
間
が

二
年
以
上
の
者
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
牽け
ん

引
自
動
車
を
」
の
下
に
「
二
年
以
上
」
を
加

え
、「
の
期
間
が
二
年
以
上
の
者
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
」
を
「
経
験
は
、
次
に
掲
げ
る
経
験
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
第
八
十
五

条
第
十
一
項
の
旅
客
自
動
車
（
以
下
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
旅
客
自
動
車
に
」
の
下
に
「
二
年
以
上
」

を
加
え
、「
の
期
間
が
二
年
以
上
の
者
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
）
を
」
の
下
に
「
二
年
以

上
」
を
加
え
、「
の
期
間
が
二
年
以
上
の
者
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
の
大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
、
準
中
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車

免
許
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
が
通
算
し
て
一
年
以
上
で
牽け
ん

引
第
二
種
免
許
以

外
の
第
二
種
運
転
免
許
の
試
験
を
受
け
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
教
習
は
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
旅
客
を

運
送
す
る
目
的
で
行
う
旅
客
自
動
車
の
運
転
に
必
要
な
技
能
に
関
す
る
教
習
で
あ
つ
て
公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
課
程
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

８

法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
二
号
の
十
九
歳
か
ら
牽け
ん

引
第
二
種
免
許
の
試
験
を
受
け
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
教
習

は
、
法
第
七
十
五
条
の
八
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
牽け
ん

引
自
動
車
（
以
下
「
牽け
ん

引
自
動
車
」
と
い
う
。）に
よ
つ
て
法

第
八
十
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
旅
客
用
車
両
（
以
下
「
旅
客
用
車
両
」
と
い
う
。）を
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に

係
る
旅
客
を
運
送
す
る
目
的
で
牽け
ん

引
し
て
行
う
当
該
牽け
ん

引
自
動
車
の
運
転
に
必
要
な
適
性
に
関
す
る
教
習
で
あ
つ
て

公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
課
程
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
中
「
と
お
り
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

六

基
準
該
当
若
年
運
転
者
で
、
若
年
運
転
者
講
習
の
通
知（
法
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
受
け
る
前
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け
ず
、
又
は
若
年
運
転
者
講
習
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
た
期
間
（
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
第
三
十
七
条
の
十
一
各
号
に
掲
げ
る
や
む
を

得
な
い
理
由
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
事
情
の
存
す
る
期
間
を
除
い
た
期
間
）
が
通
算
し
て

一
月
と
な
る
日
ま
で
の
間
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
た
め
、
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
な
か
つ
た
も
の

七

法
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
な
か
つ
た
者
で
、
前
号
に
規
定
す
る
期
間
が

通
算
し
て
一
月
を
超
え
た
日
以
後
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
た
め
、
法
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
又

は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
に

あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
な
か
つ
た
も
の

八

若
年
運
転
者
講
習
を
終
了
し
た
後
免
許
証
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
た
め
、
法
第
百
四
条
の
二
の
四
第
二
項
又

は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
に

あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
な
か
つ
た
も
の

第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
法
第
百
一
条
第
一
項
の
」
を
削
り
、「
法
第

百
条
の
二
第
五
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

二

法
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
が
効
力
を
失
つ
た
後
に
一
般
違
反
行
為
（
当
該
一
般
違
反
行
為
に
係

る
累
積
点
数
（
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
累
積
点
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
別
表
第
三
の
一
の
表

の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
五
欄
又
は
第
六
欄
に
掲
げ
る
点
数
に
該
当
す
る
も
の
に
限

り
、
免
許
取
消
歴
等
保
有
者
が
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
し
た
も
の
を
除
く
。
第

六
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
別
表
第
四
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
（
免
許
取
消
歴
等
保
有

者
が
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
し
た
も
の
を
除
く
。
第
六
項
第
二
号
に
お
い
て
同

じ
。）を
し
た
者

第
三
十
四
条
の
三
第
三
項
中
「
も
の
」
を
「
理
由
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
と
お
り
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同

項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中「（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
後
に
一
般
違
反
行
為
又
は
別
表
第
四

第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
者

第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

４

法
第
九
十
六
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
教
習
は
、
中
型
自
動
車
の
運
転
に
必
要
な
技
能
に
関
す
る
教
習
で
あ
つ

て
公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
課
程
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５

法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
の
十
九
歳
か
ら
牽け
ん

引
第
二
種
免
許
以
外
の
第
二
種
運
転
免
許
の
試
験
を
受
け
る
た

め
の
政
令
で
定
め
る
教
習
は
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
旅
客
を
運
送
す
る
目
的
で
行
う
法
第
八
十
五
条
第
十

一
項
に
規
定
す
る
旅
客
自
動
車
（
以
下
「
旅
客
自
動
車
」
と
い
う
。）の
運
転
に
必
要
な
適
性
に
関
す
る
教
習
で
あ
つ

て
公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
課
程
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
九
十
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
教
習
は
、
大
型
自
動
車
の
運
転
に
必
要
な
技
能
に
関
す
る
教
習
で
あ
つ

て
公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
課
程
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

10

法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
二
号
の
大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
、
準
中
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車

免
許
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
が
通
算
し
て
一
年
以
上
で
牽け
ん

引
第
二
種
免
許
の

試
験
を
受
け
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
教
習
は
、
牽け
ん

引
自
動
車
に
よ
つ
て
旅
客
用
車
両
を
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に

係
る
旅
客
を
運
送
す
る
目
的
で
牽け
ん

引
し
て
行
う
当
該
牽け
ん

引
自
動
車
の
運
転
に
必
要
な
技
能
に
関
す
る
教
習
で
あ
つ
て

公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
課
程
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

11

法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

法
第
百
二
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
該
当
若
年
運
転
者
（
以
下
「
基
準
該
当
若
年
運
転
者
」
と
い
う
。）に
該
当

し
た
こ
と
が
あ
る
者
で
、
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
若
年
運
転
者
講
習
」
と

い
う
。）を
終
了
し
て
い
な
い
も
の
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

二

法
第
百
二
条
の
三
に
規
定
す
る
特
例
取
得
免
許
（
以
下
「
特
例
取
得
免
許
」
と
い
う
。）の
取
消
し
（
法
第
百
三

条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
受
け
た
者

三

法
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
た
た
め
、
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二

号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
受
け
な
か
つ
た
者

12

法
第
九
十
六
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

準
中
型
自
動
車
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
百
四
条
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
者
で
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
準
中

型
自
動
車
免
許
の
取
消
し
を
受
け
て
い
な
い
も
の

二

普
通
自
動
車
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
四
条
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
者
で
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
普
通
自

動
車
免
許
の
取
消
し
を
受
け
て
い
な
い
も
の

三

特
例
取
得
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
法
第
百
四
条
の
二
の
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百

四
条
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
者
で
法
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
当
該

特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
を
受
け
て
い
な
い
も
の




		2022-01-05T14:44:50+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




